
太
元
社
に
は
、太
元
帥
明
王
（
た
い
げ
ん
み
ょ
う
お
う
）
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

正
確
な
創
建
時
期
は
不
明
で
す
が
、
四
代
藩
主
・
伊
達
綱
村
公
が
太
元
帥
明
王

を
本
尊
と
し
た
太
元
帥
明
王
法
の
執
行
を
念
願
と
し
た
こ
と
が
「
伊
達
綱
村
遺
言

覚
書
」
に
書
か
れ
て
お
り
、
御
創
建
の
経
緯
が
う
か
が
え
ま
す
。
当
宮
所
蔵
の
棟

札
よ
り
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
十
月
に
国
界
安
全
と
五
代
藩
主
・
伊
達
吉
村

公
の
武
運
長
久
、
子
孫
繁
栄
を
願
い
建
立
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）
の
古
図
に
は
、
拝
殿
前
西
側
に
太
元
堂
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
前
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
創
建
当
時
は
、
仏
像
と
し
て
祀
ら
れ
、
明
治
時

代
の
神
仏
分
離
に
よ
り
現
在
の
場
所
に
遷
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
御
社
殿
は
、
境
内
社
と
し
て
昭
和
五
十
六
年
八
月
に
竣
工
し
た
も
の
で
、

太
元
帥
明
王
を
御
神
像
と
し
て
お
祀
り
し
、
毎
年
八
月
一
日
に
は
、
太
元
社
例
祭

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
例
祭
当
日
は
、
厨
子
の
御
扉
が
開
か
れ
、
御
神
像
と
し
て

お
祀
り
さ
れ
て
い
る
「
太
元
帥
明
王
」
を
間
近
で
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

御
祭
神
の
太
元
帥
明
王
は
古
来
、
鎮
護
国
家
・
外
敵
降
伏
な
ど
の

お
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
太
元
帥
明
王
法
と
い
う
加
持
祈
祷
を
行
い
、

戦
の
折
に
は
、
多
く
の
崇
敬
を
集
め
て
お
り
ま
し
た
。

元
々
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
悪
神
ア
ー
タ
ヴ
ァ
カ
に
由
来
し
、
毘
沙

門
天
の
眷
属
で
あ
る
八
大
夜
叉
大
将
の
お
一
人
で
あ
り
ま
し
た
。
毘

沙
門
天
が
仏
教
に
帰
依
し
た
事
で
、
眷
属
も
同
じ
く
帰
依
し
、
悪
神

ア
ー
タ
ヴ
ァ
カ
は
、
善
神
へ
と
変
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
邪
鬼
を
祓
い
、
福
を
招
く
と
し
て
全
国
的
に
篤
い
崇

敬
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

太
元
社
に
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
「
太
元
帥
明
王
」
の
御
神
像
は
、
平
成
九
年
三
月
に
仙
台

市
の
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

像
は
、
全
身
が
茶
褐
色
に
塗
ら
れ
た
六
面
八
臂
（
ろ
く
め
ん
は
っ
ぴ
）
の
立
像
で
す
。
悪

鬼
を
踏
み
つ
け
、
八
本
の
腕
に
は
、
金
剛
杵
（
こ
ん
ご
う
し
ょ
）、
宝
棒
（
ほ
う
ぽ
う
）、
宝

剣
（
ほ
う
け
ん
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
眉
、
口
、
髭
、
瞳
が
金
泥
で
書
か
れ
て
い
る
の
み
で

他
に
彩
色
は
な
く
、
質
実
剛
健
的
な
非
常
に
力
強
い
お
姿
で
す
。

厨
子
に
は
、「
享
保
己
亥
仲
春
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
二
月
に
江

戸
の
真
福
寺
に
て
開
眼
さ
れ
た
こ
と
が
、
仙
台
龍
寶
寺
の
僧
侶
・
泰
音
（
た
い
い
ん
）
に
よ

る
「
肯
山
公
治
家
記
録
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

扁
額
（
へ
ん
が
く
）
は
、
太
元
社
が
建
立
さ
れ
た
際
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
が
残
っ
て
お
り

ま
す
。
額
字
は
、
ケ
ヤ
キ
の
板
に
彫
ら
れ
、
漆
を
塗
っ
た
上
に
、
金
箔
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

左
下
に
、「
明
啓
」
の
朱
文
方
印
と
「
得
水
」
の
白
文
方
印
が
あ
り
、
江
戸
中
期
の
書
家
・

赤
井
得
水（
あ
か
い
と
く
す
い
）に
よ
る
も
の
で
す
。
得
水
は
、加
賀（
か
が
…
現
在
の
石
川
県
）

の
出
身
で
、
江
戸
、
京
都
な
ど
で
活
躍
し
た
書
家
で
あ
り
ま
す
。
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